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不
整
脈
と
は
、
ど
の
よ
う
な

病
気
で
す
か
。

石
川　
ま
ず
初
め
に
心
臓
の
仕

組
み
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。 

　

ヒ
ト
の
心
臓
は
筋
肉
で
作
ら

れ
た
４
つ
の
部
屋
（
左
右
の
心

房
と
心
室
）
に
仕
切
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
ず
全
身
か
ら
戻
っ
て

き
た
血
液
は
、
大
静
脈
を
通
っ

て
、
右
心
房
に
入
り
、
そ
れ
か

ら
右
心
室
に
流
入
し
ま
す
。
そ

こ
か
ら
、
い
っ
た
ん
心
臓
の
外

に
出
て
、
肺
へ
と
送
り
出
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
不
要
に
な
っ

た
血
液
中
の
二
酸
化
炭
素
と
酸

素
を
交
換
し
、
再
び
心
臓
に
戻

り
ま
す
。
肺
か
ら
還
流
し
た
血

液
は
、
ま
ず
左
心
房
に
入
り
、

次
に
左
心
室
に
移
っ
て
、
最
後

は
そ
こ
か
ら
大
動
脈
を
通
っ
て
、

全
身
へ
と
送
り
出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
心
臓
は
、
一
定

の
リ
ズ
ム
で
収
縮
と
拡
張
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
血
液
を
体
全

体
に
送
り
届
け
る〝
ポ
ン
プ
〟

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
わ
け

で
す
。
そ
し
て
、
4
つ
の
部
屋

の
収
縮
タ
イ
ミ
ン
グ
を
制
御
す

る
た
め
、
心
臓
に
は
「
刺
激
伝

導
系
」
と
い
う
仕
組
み
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
。

刺
激
伝
導
系
で
す
か
？
　
何

や
ら
難
し
そ
う
な
話
に
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
。

石
川　
心
臓
と
い
う
ポ
ン
プ
を

動
か
す
た
め
に
は
、
引
き
金
と

な
る
微
量
の
電
気
が
必
要
で
、

こ
の
電
気
は
右
心
房
の
上
部
に

あ
る
「
洞と

う

結け
っ

節せ
つ

」
と
い
う
所
で

作
ら
れ
ま
す
。い
わ
ば
、こ
こ
が

発
電
所
で
す
。
そ
し
て
、
こ
こ

で
発
生
し
た
電
気
信
号
は
房
室

結
節
、
ヒ
ス
束そ

く

を
経
て
、
心
房

か
ら
心
室
へ
と
伝
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
経
路
が
刺
激
伝
導

系
で
、
心
臓
の
筋
肉
の
中
を
走

る
電
線
の
よ
う
な
も
の
、
と
考

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
分
か
り
や

す
い
と
思
い
ま
す
。 

ポ
ン
プ

機
能
と
し
て
は
心
房
よ
り
心
室

の
働
き
の
方
が
大
き
い
の
で
す

が
、
脈
の
制
御
に
は
心
房
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

発
電
所
の
役
割
を
担
う
「
洞

結
節
」
を
起
点
と
す
る
、
こ
の

刺
激
伝
導
系
が
正
常
に
機
能
し

て
い
れ
ば
、
心
臓
と
い
う
ポ
ン

プ
が
規
則
正
し
く
動
き
、
脈
拍

も
正
常
に
保
た
れ
ま
す
。
し
か

し
、
こ
こ
に
何
ら
か
の
異
常
が

生
じ
る
と
、
ポ
ン
プ
の
働
き
が

お
か
し
く
な
り
、
脈
の
乱
れ
と

な
っ
て
現
わ
れ
る
。
こ
れ
が
不

整
脈
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。 

刺
激
伝
導
系
の
異
常
は
、
な

ぜ
起
き
る
の
で
す
か
。

石
川　
原
因
は
様
々
で
す
。
例

え
ば
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な

ど
心
臓
自
体
に
病
気
が
あ
る

と
、
刺
激
伝
導
系
に
も
障
害
が

生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
、

あ
る
い
は
遺
伝
的
な
要
因
や
加

齢
、
高
血
圧
、
喫
煙
、
精
神
的

ス
ト
レ
ス
と
い
っ
た
も
の
も
、

心
臓
に
悪
影
響
を
与
え
、 

不
整

脈
の
一
因
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
不
整
脈
に
は
い

ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
る
そ

う
で
す
ね
。

石
川　
大
別
す
る
と
、
脈
が
速

く
な
る「
頻
脈
」と
、
遅
く
な
る

「
徐
脈
」が
あ
り
ま
す
。
安
静
時

の
脈
拍
数
は
、
通
常
１
分
間
で

60
～
80
程
度
で
す
が
、
こ
れ
が

１
０
０
以
上
と
異
常
に
速
く
な

る
場
合
を
「
頻
脈
性
不
整
脈
」、

反
対
に
50
以
下
と
異
常
に
遅
く

な
っ
た
り
、
心
停
止
が
起
こ
る

場
合
を
「
徐
脈
性
不
整
脈
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
頻
脈
の

中
に
は
、
拍
動
が
不
規
則
で
、

脈
が
時
々
抜
け
落
ち
、一
瞬
、飛

ん
だ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
「
期

外
収
縮
」
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
「
頻
脈
」

「
徐
脈
」
不
整
脈
も
、
病
態
に

よ
り
、
さ
ら
に
細
か
い
種
類
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
ず
頻
脈
性
不
整
脈
で
す
が
、

主
な
も
の
と
し
て
は 

「
上
室
性

頻
拍
」
や
「
心
室
頻
拍
」「
心

室
細
動
」、そ
れ
に「
心
房
細
動
」

　
心
臓
の
収
縮
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
脈
が
速
く
な
っ
た
り
、
遅
く
な
る

「
不
整
脈
」。
人
生
80
年
の
超
高
齢
社
会
の
陰
で
、
不
整
脈
の
患
者
さ

ん
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
一
過
性
で
、
治
療
を
必
要
と
し
な

い
不
整
脈
も
あ
り
ま
す
が
、
ひ
ど
い
場
合
は
め
ま
い
や
失
神
な
ど
を

起
こ
し
、
大
変
に
危
険
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
近
年
は
治
療
法
の
進
歩
も
著
し
く
、
一
部
の
不
整

脈
で
は
完
治
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
不
整
脈
の
原
因

や
症
状
、
最
新
の
治
療
法
な
ど
に
つ
い
て
、
横
浜
市
立
大
学
附
属
病

院
循
環
器
内
科
准
教
授
の
石
川
利
之
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

高
齢
化
で
増
え
る「
不
整
脈
」

心
臓
の
収
縮
乱
れ
、
頻
脈（
速
い
）や
除
脈（
遅
い
）に

動
悸
、
息
切
れ
、
め
ま
い
、
失
神
も
…
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な
ど
が
あ
り
ま
す
。

［
上
室
性
頻
拍
］
心
房
の
期
外

収
縮
を
き
っ
か
け
に
、
突
然
始

ま
り
、
脈
拍
は
１
分
間
に
１
５

０
～
２
０
０
く
ら
い
に
上
が
り

ま
す
。
そ
の
た
め
動
悸
を
感
じ

ま
す
。
め
ま
い
や
失
神
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

［
心
室
頻
拍
］
上
室
性
頻
拍
よ

り
重
篤
で
、
怖
い
不
整
脈
の
一

つ
で
す
。
心
室
の
頻
拍
発
作
に

よ
っ
て
、
心
室
か
ら
十
分
な
血

液
を
全
身
に
送
り
出
せ
な
く
な

り
、
血
圧
も
下
が
り
ま
す
。
そ

の
た
め
動
悸
を
感
じ
、
め
ま
い

や
失
神
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

［
心
室
細
動
］
心
室
が
ブ
ル
ブ

ル
と
痙
攣
を
起
こ
し
た
よ
う
な

状
態
に
な
り
、
血
液
の
循
環
が

う
ま
く
い
か
な
く
な
り
ま
す
。

心
室
頻
拍
か
ら
移
行
す
る
こ
と

も
多
く
、
心
停
止
と
同
じ
状
態

に
な
り
ま
す
。〝
致
死
性
不
整

脈
〟
と
も
呼
ば
れ
、
大
変
に
危

治
療
法
は
各
段
に
進
歩
　
　
　

注
目
の
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療

早
期
発
見
で
、
命
を
守
ろ
う
！

不
整
脈
の
治
療
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
で
す
か
。

石
川　
こ
こ
10
数
年
で
、
不
整

脈
の
治
療
法
は
め
ざ
ま
し
く
進

歩
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
抗
不
整

脈
薬
に
よ
る
薬
物
療
法
が
あ
り

ま
す
。
抗
不
整
脈
薬
に
は
様
々

な
種
類
が
あ
り
、
症
状
に
応
じ

て
最
も
適
切
な
薬
物
を
選
択
し

ま
す
。
薬
物
療
法
で
治
療
効
果

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
初
め

か
ら
困
難
と
考
え
ら
れ
る
場
合

は
、
別
の
治
療
法
で
対
応
し
ま

す
。
例
え
ば
、
頻
脈
性
不
整
脈

な
ら
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
カ

険
で
す
。

［
心
房
細
動
］
心
房
が
痙
攣
状

態
に
な
り
、
心
室
へ
血
液
を
送

り
出
す
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

脈
は
速
く
、
完
全
に
不
規
則
に

な
り
ま
す
。
加
齢
に
よ
っ
て
起

き
る
こ
と
が
多
く
、
動
悸
、
息

切
れ
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。

直
接
的
に
は
命
に
か
か
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
房
内

で
血
液
の
流
れ
が
滞
り
、
血
栓

が
で
き
や
す
く
な
る
。
そ
れ
が

脳
や
全
身
に
飛
び
、
脳
梗
塞
な

ど
血
栓
塞
栓
症
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
軽
視
は
禁

物
で
す
。

　

次
に
徐
脈
性
不
整
脈
で
す
が
、

代
表
的
な
疾
患
と
し
て
は
「
洞

不
全
症
候
群
」と「
房
室
ブ
ロ
ッ

ク
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

［
洞
不
全
症
候
群
］
刺
激
伝
導

系
の
起
点
で
、
発
電
所
の
役
割

を
担
う
洞
結
節
の
機
能
が
低
下

し
、
脈
が
遅
く
な
っ
た
り
、
心

停
止
を
起
こ
し
ま
す
。
突
然
死

を
起
こ
す
事
は
稀
で
す
が
、
失

神
や
心
不
全
を
起
こ
し
ま
す
。 

失
神
は
転
倒
、
転
落
、
外
傷
、

骨
折
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

［
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
］
刺
激
伝
導

系
の
働
き
が
低
下
し
、
心
房
か

ら
心
室
へ
電
気
信
号
が
う
ま
く

伝
わ
ら
な
く
な
り
ま
す
。
全
く

伝
わ
ら
な
い〝
完
全
ブ
ロ
ッ
ク
〟

状
態
に
な
る
と
、
脈
が
極
め
て

遅
く
な
っ
た
り
、
心
停
止
を
起

こ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
失
神

や
、
心
不
全
を
起
こ
し
ま
す
。

突
然
死
を
お
こ
す
こ
と
も
あ

り
、大
変
危
険
な
不
整
脈
で
す
。 

テ
ー
テ
ル
焼

し
ょ
う

灼し
ゃ
く

術
）
治
療
、

徐
脈
性
不
整
脈
の
場
合
は
、

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
る

治
療
が
有
効
で
す
。

　

と
り
わ
け
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

治
療
は
近
年
、
長
足
の
進
歩
を

遂
げ
、
頻
脈
性
不
整
脈
の
効
果

的
な
治
療
法
と
し
て
、
急
速
に

普
及
し
て
い
ま
す
。
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
治
療
で
は
、
大
腿
部
の

太
い
血
管
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を

入
れ
、心
臓
に
到
達
さ
せ
ま
す
。

カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端
に
は
電
極

が
付
い
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
高

周
波
電
流
を
流
し
、
50
～
60
℃

に
し
ま
す
。
直
径
わ
ず
か
3
～

4
㎜
の
火
傷
を
つ
く
り
、
異
常

な
部
分
だ
け
を
焼
き
切
り
ま

す
。頻
脈
性
不
整
脈
の
中
で
も
、

特
に
「
上
室
性
頻
拍
」
に
有
効

で
、
完
治
率
は
90
％
以
上
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

心
室
頻
拍
に
も
成
功
率
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療

は
、
開
胸
手
術
の
必
要
が
な
い

の
で
身
体
へ
の
負
担
が
少
な

く
、
入
院
も
短
期
間
で
済
み
ま

す
。
一
方
、
徐
脈
性
不
整
脈
の

治
療
は
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が

中
心
に
な
り
ま
す
。
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
を
体
内
に
植
え
込
ん

で
、
人
工
的
に
電
気
信
号
を
発

生
さ
せ
、
極
端
に
遅
く
な
っ
た

心
臓
の
収
縮
リ
ズ
ム
を
正
常
な

状
態
に
戻
し
ま
す
。

　

ま
た
〝
致
死
性
不
整
脈
〟
と

呼
ば
れ
る
心
室
頻
拍
や
心
室
細

動
に
対
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
（
植

え
込
み
型
除
細
動
器
）
が
突
然

死
の
防
止
に
有
効
で
す
。
心
室

細
動
も
し
く
は
心
室
頻
拍
が
起

き
る
と
、
体
内
に
植
え
込
ん
だ

Ｉ
Ｃ
Ｄ
が
直
ち
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
加
え
、
停
止
さ
せ
ま
す
。

不
整
脈
は
種
類
も
多
く
、
大

変
に
厄
介
な
病
気
で
す
。
ど

う
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

専
門
医
の
立
場
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

石
川　
一
番
大
切
な
の
は
、
早

期
の
発
見
と
治
療
で
す
。
動
悸

や
息
切
れ
、
め
ま
い
な
ど
が
し

た
ら
、
一
応
、
不
整
脈
を
疑
い
、

早
め
に
専
門
医
を
受
診
し
て
下

さ
い
。
た
だ
、
多
く
は
治
療
を

必
要
と
し
な
い
〝
怖
く
な
い
タ

イ
プ
の
不
整
脈
〟
で
す
か
ら
、

い
た
ず
ら
に
不
安
が
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
と
不
整
脈
の
原
因
の
一

つ
は
加
齢
で
す
。
従
っ
て
40
～

50
代
に
な
っ
た
ら
、
年
１
回
は

定
期
検
診
に
よ
り
、
心
電
図
の

検
査
を
受
け
る
こ
と
を
、
ぜ
ひ

お
薦
め
し
た
い
。「
備
え
あ
れ

ば
憂
い
無
し
」
で
す
。 
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■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ど
ん
な
病

気
で
す
か
。

太
田　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
急
性
の
呼
吸
器
感
染
症
で

す
。
人
に
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
の
型

と
し
て
は
、
Ａ
香
港
型
、
Ｂ
型
、
ソ

連
型
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
呼

ば
れ
た
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）
２
０
０
９
」

の
４
種
類
の
亜
型
が
あ
り
、
こ
れ
ら

は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
世
界
で

約
４
千
万
人
が
死
亡
し
た
１
９
１
８

（
大
正
７
）
年
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に

始
ま
り
、
そ
の
後
も
時
々
、
各
地
で

大
流
行
を
繰
り
返
し
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。

■
普
通
の
感か

ん

冒ぼ
う（

か
ぜ
）と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
ど
う
違
う
の
で
す
か
。

太
田　
「
感
冒
」
と
「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
は
全
く
異
な
る
病
気
で
す
。

普
通
の
感
冒
は
、
38
度
台
の
発
熱
や

ノ
ド
の
痛
み
、
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
・

咳
な
ど
が
中
心
で
、
症
状
は
比
較
的

軽
度
の
こ
と
が
多
く
、
あ
ま
り
重
症

化
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
急
激
に
発
症

す
る
の
が
特
徴
で
す
。
熱
は
急
に
39

～
40
度
台
か
ら
始
ま
り
、
悪
寒
を

伴
っ
た
り
し
ま
す
。感
冒
と
同
様
、ノ

ド
の
痛
み
や
鼻
水
、
咳
な
ど
の
症
状

も
出
ま
す
が
、
頭
痛
や
関
節
・
筋
肉

痛
、
全
身
倦
怠
感
と
い
っ
た
重
症
感

の
あ
る
症
状
が
現
わ
れ
る
の
も
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ど
の
よ
う
に

し
て
診
断
す
る
の
で
す
か
。

太
田　
地
域
、
保
育
園
・
幼
稚
園
、

学
校
で
の
集
団
発
生
が
周
囲
で
確
認

さ
れ
て
い
る
時
は
、
既
に
述
べ
た
症

状
よ
り
診
断
は
比
較
的
容
易
で
す
。

検
査
方
法
は
、「
鼻
腔
の
ぬ
ぐ
い
液
」

な
ど
を
用
い
た
迅
速
診
断
法
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
発
熱
し
て
す
ぐ
に
検

査
を
し
て
も
反
応
が
出
な
い
場
合
も

あ
る
の
で
、
検
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

「
38
度
以
上
の
発
熱
か
ら
、
６
～
８

時
間
経
過
以
後
」
を
目
安
に
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
診
断
さ
れ
た

場
合
の
治
療
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で

す
か
。

太
田　
診
断
が
付
き
次
第
、
速
や
か

に
タ
ミ
フ
ル
、
リ
レ
ン
ザ
、
イ
ナ
ビ

ル
等
の
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
を
服

用
す
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。
発
症

後
48
時
間
以
内
の
服
用
で
効
果
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
但
し
、
処
方
さ
れ
た

薬
は
熱
が
下
が
っ
て
も
必
ず
飲
み

き
っ
て
く
だ
さ
い
。
会
社
、
学
校
へ

の
出
社
、
登
校
に
つ
い
て
は
、
医
師

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
ど
ん
な

合
併
症
が
あ
る
の
で
す
か
。

太
田　
最
も
多
い
の
が
肺
炎
で
、
以

下
、
心
筋
炎
・
心
膜
炎
、
中
耳
炎
、

脳
炎
・
脳
症
、
熱
性
け
い
れ
ん
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
肺
炎
、
脳
炎
・
脳
症

に
罹り

患か
ん

す
る
と
死
亡
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ハ
イ
リ
ス
ク
の
人
（
例
え

ば
、
乳
幼
児
、
高
齢
者
、
妊
婦
、
喘

息
な
ど
の
慢
性
呼
吸
器
疾
患
や
心
疾

患
、
腎
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
の
持
病

が
あ
る
人
）
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
っ
て
悪
化
す
る
心
配
が
あ
る

の
で
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し
な
い

為
の
対
応
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す

か
。

太
田
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
す
。
予
防

接
種
を
受
け
て
お
け
ば
、も
し
感
染
・

発
症
し
て
も
、
あ
る
程
度
、
症
状
の

軽
減
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
よ
り
多

く
の
人
に
ぜ
ひ
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
外
か
ら
帰
宅
後
の
手

洗
い
と
う
が
い
の
励
行
、
部
屋
の
加

湿
、
外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
、
不

要
不
急
の
外
出
は
控
え
、
と
く
に
人

込
み
は
避
け
る
︱
と
い
っ
た
こ
と
な

ど
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
法

と
し
て
、
勿
論
必
要
で
す
。

■
ワ
ク
チ
ン
は
い
つ
頃
、
何
回
接
種

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

太
田　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
例
年
、

寒
気
が
強
ま
る
12
月
頃
か
ら
流
行
が

始
ま
り
、
１
～
２
月
頃
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
後
、

体
内
に
抗
体
が
で
き
て
、
予
防
効
果

が
現
わ
れ
る
ま
で
に
、
２
～
３
週
間

か
か
る
の
で
、
接
種
は
11
月
か
ら
12

月
の
半
ば
頃
ま
で
に
は
、
済
ま
せ
て

お
く
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
ワ

ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
効
果
は
接
種
後

５
か
月
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
回
数
は
年
齢
に

よ
っ
て
異
な
り
、13
歳
以
上
が
１
回
、

13
歳
未
満
は
２
回
で
す
。
１
回
目
と

２
回
目
の
間
隔
は
、
よ
り
高
い
免
疫

効
果
を
期
待
す
る
な
ら
２
～
4
週
間

程
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

尚
、
去
年
か
ら
小
児
で
は
ワ
ク
チ

ン
の
一
回
当
た
り
の
接
種
量
が
増
量

さ
れ
て
お
り
、
今
ま
で
と
比
べ
そ
の

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
妊
婦
さ
ん
や
授
乳
中
の
母
親
は
接

種
で
き
ま
す
か
。

太
田　
は
い
、
接
種
は
可
能
で
す
。

海
外
で
は
、
妊
婦
さ
ん
が
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
に
、

重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う

報
告
が
あ
り
、
W
H
O
（
世
界
保
健

機
関
）
で
も
妊
婦
さ
ん
を
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
優
先
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
同
様
の
考
え
方
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
胎
児

へ
の
影
響
は
殆
ど
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
授
乳
中
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
問
題
な
く
、
母
乳
へ
の
ワ

ク
チ
ン
の
移
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳

し
い
事
は
か
か
り
つ
け
医
に
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

■
接
種
料
金
は
い
く
ら
位
で
す
か
。

太
田　
予
防
接
種
は
健
康
保
険
の
適

用
外
の
た
め
原
則
、
全
額
自
己
負
担

で
す
。
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
公
費
助
成
が

あ
り
、
横
浜
市
の
場
合
、
決
め
ら
れ

た
医
療
機
関
で
接
種
す
れ
ば
、
費
用

は
１
回
２
０
０
０
円
で
す
。
高
齢
者

を
対
象
に
し
た
横
浜
市
の
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
」
は
、
例
年
10

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
12
月

31
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
早
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

医 療クローズアップ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
を
！

一
番
の
予
防
法
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
冬
本
番
を
控
え
、
気
を
つ
け
た
い
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
感
染
力
が
強

く
、
２
～
３
日
間
の
潜
伏
期
の
後
、
突
然
、
高
熱
を
発
し
ま
す
。
と
く
に
小

児
や
高
齢
者
、
妊
婦
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
が
感
染
す
る
と
、
重
症
化
し
て

怖
い
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
事
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
ぐ
た
め
、
１0
月
か
ら
は
高
齢
者
の
予
防
接
種
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
太
田
恵
蔵
・
横
浜
市
医
師
会
常
任
理
事
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
備
え
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

横浜市医師会常任理事

太
おお

田
た

 恵
けい

蔵
ぞう

 先生

み
ん
な
の
健
康
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ん
摂
れ
る
料

理
が
多
い
よ

う
で
す
。
ピ

ロ
シ
キ
も
揚

げ
な
い
も
の

が
ロ
シ
ア
で

は
一
般
的
だ

そ
う
で
す
。

　

極
寒
の
冬

が
長
く
つ
づ

く
ロ
シ
ア
で

は
、
ペ
ー
チ

と
い
う
暖
炉

が
暖
房
器
具

と
し
て
は
も

ち
ろ
ん
、
料

理
を
つ
く
る

と
き
に
も
用

い
ら
れ
ま

す
。
ペ
ー
チ

の
余
熱
を
利

用
し
、
長
時

間
煮
込
む
料

理
と
い
え

ば
、
ボ
ル
シ

チ
。
ボ
ル
シ
チ
は
、
ビ
ー
ツ
を

主
役
に
ハ
ー
ブ
類
や
ス
メ
タ
ナ

（
サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム
）
で
仕
上

げ
る
以
外
、
煮
込
む
材
料
は
家

庭
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
。
日
本

の
味
噌
汁
の
よ
う
に
「
お
ふ
く

ろ
の
味
」
と
言
え
ま
す
。
ビ
ー

ツ
は
、
鮮
や
か
な
赤
色
が
特
徴

で
す
。
日
本
で
は
砂
糖
の
原
材

料
と
し
て
知
ら
れ
る
甜て

ん

菜さ
い

と
同

種
で
、
シ
ョ
糖
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
の
で
独
特
の
甘
み
が
あ

り
ま
す
。

　

最
近
で
は
日
本
で
も
缶
詰
の

ビ
ー
ツ
を
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家

族
や
親
し
い
仲

間
が
集
う
機
会

が
多
い
こ
の
季

節
、
ボ
ル
シ
チ

で
温
ま
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

心も体も温まる
ロシア家庭料理

か ら だ に や さし い 食 事 づ くり

神奈川県立保健福祉大学
栄養学科　五味郁子

協力・（社）神奈川県栄養士会

　

食
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
方

で
、
日
本
国
内
あ
る
い
は
各
諸

国
の
郷
土
料
理
を
見
直
す
風
潮

も
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
郷

土
料
理
は
、
そ
の
土
地
で
得
ら

れ
る
食
材
を
使
っ
て
地
域
独
自

の
調
理
法
で
作
ら
れ
た
も
の

で
、
な
か
に
は
先
人
た
ち
の
健

康
の
た
め
の
知
恵
が
引
き
継
が

れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
ロ
シ
ア
の

家
庭
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。
ロ

シ
ア
料
理
は
一
般
的
に
脂
肪
分

が
多
く
こ
っ
て
り
し
た
味
付
け

と
い
う
印
象
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
実
は
、
塩
・
胡
椒

と
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
シ
ン
プ
ル

な
味
付
け
で
、
野
菜
を
た
く
さ

①�春雨をもどす
②�ひき肉、長ねぎ、
しいたけ、まいた
け、春雨、コーンの
順で材料を炒める
③�全体に火が通った
ら調味料で味を整
え、水溶き片栗粉
でとろみをつける
④�食パンの耳を切り
取り、麺棒で薄く
のばす
⑤�具をのせ、水溶き
小麦粉で糊付けし
ながら具を閉じる
⑥�オーブンで表面が狐色になるまで焼く

食パンでつくる ピロシキ（４人分）の作り方
材　料 量

春雨（乾） 10g
しいたけ 10g
まいたけ 10g
長ねぎ 60g（1/4本）
鶏ひき肉 40g
コーン缶 20g
水溶き片栗粉 適量
水溶き小麦粉 適量
鶏がらスープのもと 小さじ1
胡椒 少々
塩 少々
ナツメグ お好み
醤油 小さじ2
酒 小さじ2/3
水 100㏄
食パン（６枚切り）４枚

①�肉は一口大に切り、塩・コショ
ウをふる

②�肉をフライパンで焼く
③�にんにく、たまねぎをみじん
切りに、他の野菜は一口大に
切る

④�オリーブオイルを熱した鍋で
にんにくを炒める

⑤�たまねぎ、にんじんの順に入
れて炒める

⑥�他の野菜いれてさっと炒める
⑦�肉、水、コンソメ、トマト缶を
入れて煮込む

⑧�バターを加え、塩コショウで味を調える
⑨�ローリエ、ビーツを入れる
⑩�皿に盛り、サワークリームとディルをのせる

ボルシチ（４人分）の作り方
材　料 量

にんじん 1/2本
たまねぎ １玉
キャベツ 1/4玉
トマト缶 200g
ビーツ缶 100ｇ
にんにく ひとかけ
牛肉肩ブロック 240g
固形コンソメ ４個
水 ４カップ
オリーブオイル 大２
バター 10g
塩・コショウ 少々
ローリエ ２枚
サワークリーム お好み

①�カリフラワー、枝豆を茹でる
②�調味料を鍋で煮立たせる
③�瓶に野菜・②を入れて１日漬ける

保存食や料理につかう ピクルス（２人分）の作り方

材　料 量
キュウリ １本
カリフラワー ８房
パプリカ １個
セロリ １束
えだまめ 14粒程度
米酢 50㏄
白ワイン 50㏄
水 150㏄
砂糖 大さじ１強
塩 小さじ２
鷹の爪 お好み
にんにく ひとかけ
こしょう 少々

調
味
料

ピロシキ⃝エネルギー/２２７kcal⃝たんぱく質/９．２ｇ⃝脂質/４ｇ⃝炭水化物/３８．５ｇ⃝食物繊維/２．４ｇ⃝カ
リウム/１５８㎎⃝カルシウム/２８㎎⃝塩分/１．４ｇ　ボルシチ（ディル・サワークリーム抜き）⃝エネルギー /
２９４kcal⃝たんぱく質/１３．３ｇ⃝脂質/２０ｇ⃝炭水化物/１５．７ｇ⃝食物繊維/３．６ｇ⃝カリウム/６５３㎎⃝カルシ
ウム/４８㎎⃝塩分/２．６ｇ　ピクルス⃝エネルギー /４３kcal⃝たんぱく質：２．３ｇ⃝脂質/０．５ｇ⃝炭水化物/８．
８ｇ⃝食物繊維/２．３ｇ⃝カリウム/３０㎎⃝カルシウム/３１㎎⃝塩分/２．５ｇ

ピクルス

ピロシキ

ボルシチ
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ん
な
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の
高
い
作
品
で
す
。「
川
中
島
」
の

合
吟
で
は
、全
員
の
息
が
ぴ
っ
た
り
。

腹
式
呼
吸
で
発
せ
ら
れ
る
声
は
、

朗
々
と
し
て
、
重
厚
感
に
満
ち
、
迫

力
満
点
で
す
。

　

そ
の
後
も
、「
名
槍
日
本
号
」（
松

口
月
城
・
作
）、「
静
夜
思
」（
李
白
・

作
）
と
、
見
事
な
合
吟
が
続
き
、
そ

ば
で
じ
っ
と
聞
き
入
っ
て
い
た
小
川

先
生
か
ら
「
よ
く
出
来
ま
し
た
。
と

て
も
お
上
手
で
す
」
の
声
が
か
か
り

ま
す
。

　

合
吟
の
後
は
、
一
人
ひ
と
り
が

立
っ
て
、自
信
作
を
吟
じ
る
「
独
吟
」

で
す
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
こ
の

日
の
会
員
の
中
で
は
紅
一
点
の
宝
蔵

寺
順
子
さ
ん
。
詩
吟
を
始
め
て
４
年

目
だ
そ
う
で
す
が
、そ
の
声
は
高
く
、

澄
み
わ
た
り
、
聴
く
者
の
心
に
し
み

入
り
ま
す
。
吟
じ
終
え
る
と
、
一
斉

に
拍
手
が
起
こ
り
、小
川
先
生
も「
ハ

イ
、
大
変
結
構
で
し
た
」

　

そ
の
後
も
、
会
員
た
ち
が
次
々
と

独
吟
に
立
ち
、自
慢
の
ノ
ド
を
披
露
。

小
川
先
生
の
“
模
範
吟
詠
”
や
楽
し

い
解
説
・
講
評
も
交
え
、
終
始
、
和

気
あ
い
あ
い
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
、
詩
吟
の
稽
古
が
盛
り
上
が

り
ま
す
。

朝
の「
独
吟
」で
、

気
力
充
実
　

　

詩
吟
ク
ラ
ブ
の
会
員
た
ち
が
、
詩

吟
に
魅
せ
ら
れ
た
理
由
は
、「
漢
詩

が
好
き
」「
歴
史
が
学
べ
る
」「
ノ
ド

を
鍛
え
、
い
つ
ま
で
も
美
し
い
声
を

保
ち
た
い
か
ら
」
な
ど
様
々
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
全
員
に
共
通
し
て

い
る
の
が
「
健
康
増
進
に
役
立
つ
か

ら
」
と
の
思
い
で
す
。

　

詩
吟
は
腹
式
呼
吸
な
の
で
、
大
き

な
声
を
出
す
に
は
、
背
筋
を
ピ
ン
と

伸
ば
し
、
お
ヘ
ソ
の
下
の
丹た

ん

田で
ん

に
、

グ
ッ
と
力
を
込
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
全
身
の
血
の
め

ぐ
り
が
良
く
な
り
、
気
力
も
充
実
し

て
、
健
康
づ
く
り
の
上
で
効
果
が
大

き
い
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
中
で
最
高
齢
の
土
居
雄
三

さ
ん
（
82
）
は
、
そ
ん
な
詩
吟
の
効

果
を
実
感
し
て
い
る
一
人
で
す
。
詩

吟
の
キ
ャ
リ
ア
は
18
年
と
長
く
、
今

も
毎
朝
、
自
宅
近
く
の
公
園
で
、
独

吟
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　
「
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
、
詩
吟
仲
間

と
一
緒
に
、
そ
れ
ぞ
れ
独
吟
を
す
る

ん
で
す
。
朝
の
新
鮮
な
空
気
を
胸

い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
、
誰
に
遠
慮
す

る
こ
と
も
な
く
、
朗
々
と
大
声
で
吟

じ
る
。
そ
う
す
る
と
、
熱
い
血
潮
が

全
身
を
駆
け
め
ぐ
り
、
気
力
も
体
力

も
充
実
し
て
、
い
っ
ぺ
ん
で
元
気
に

な
り
ま
す
」

　

小
川
先
生
に
よ
る
と
、
詩
吟
に
は

こ
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
や
ボ

ケ
防
止
、
若
々
し
さ
を
保
つ
美
容
上

の
効
果
な
ど
も
あ
り
、
生
涯
学
習
と

し
て
継
続
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。　
「
詩
吟
を
通
し
て
、
い
つ
ま

で
も
心
と
体
の
健
康
を
保
ち
、
老
後

の
人
生
を
楽
し
く
、
豊
か
に
過
ご
し

た
い
」
︱
そ
ん
な
思
い
を
胸
に
抱
き

な
が
ら
、
熟
年
真
っ
た
だ
中
の
“
健

康
仲
間
”
た
ち
は
、
大
好
き
な
詩
吟

の
さ
ら
な
る
上
達
を
め
ざ
し
て
、
精

進
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　

漢
詩
や
和
歌
に
独
特
の
節
を
つ
け

て
、
朗
々
と
吟
じ
る
「
詩
吟
」。
背

筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
、
腹
式
呼
吸
で

声
を
出
す
こ
と
か
ら
、
健
康
増
進
に

も
役
立
ち
ま
す
。
そ
の
た
め
、
シ
ニ

ア
世
代
を
中
心
に
、
詩
吟
を
愛
好
す

る
健
康
仲
間
が
増
え
て
い
ま
す
。

☆

　
「
鞭べ

ん

声せ
い

粛し
ゅ
く

々し
ゅ
く、

夜
河
を
わ
た
る

…
」。
箱
根
駅
伝
で
名
高
い
権
太
坂

（
保
土
ケ
谷
区
）
か
ら
ほ
ど
近
い
横

浜
市
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
狩
場
緑

風
荘
。
週
明
け
の
月
曜
の
午
後
、
一

階
に
あ
る
会
議
室
に
、
朗
々
と
し
た

声
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。

　

声
の
主
は
、
セ
ン
タ
ー
で
活
動
を

続
け
て
い
る
「
詩
吟
ク
ラ
ブ
」
の

面
々
。
声
を
そ
ろ
え
、
全
員
で
吟
じ

て
い
る
の
は
有
名
な
「
川
中
島
」
の

一
節
で
す
。
狩
場
緑
風
荘
で
は
、
昔

か
ら
趣
味
の
教
室
の
一
つ
と
し
て
、

詩
吟
教
室
を
開
講
。
こ
こ
で
詩
吟
の

面
白
さ
に
目
覚
め
た
修
了
生
た
ち
が

「
も
っ
と
学
ぼ
う
」
と
、
自
主
的
に

結
成
し
た
の
が
「
詩
吟
ク
ラ
ブ
」
で

す
。

　

会
員
は
現
在
、
男
女
合
わ
せ
て
15

人
ほ
ど
。
全
員
が
60
～
80
代
の
熟
年

世
代
で
す
。
定
例
会
は
、
第
１
～
３

月
曜
日
の
月
３
回
で
、
午
後
１
～
３

時
ま
で
、詩
吟
の
稽
古
に
励
み
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る

の
は
、
詩
吟
暁
風
流
總
本
部
・
暁
愛

会
会
長
で
、
20
年
の
詩
吟
歴
を
持
つ

小
川
暁
愛
さ
ん
。
詩
吟
教
室
の
先
生

を
務
め
る
一
方
、
ク
ラ
ブ
と
の
付
き

合
い
も
、
は
や
５
年
に
な
り
、
会
員

た
ち
と
の
息
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。

迫
力
満
点
の「
合
吟
」

　

大
型
の
台
風
18
号
が
足
早
に
去

り
、
台
風
一
過
の
真
っ
青
な
空
が
広

が
っ
た
10
月
初
め
、
定
例
会
場
の
狩

場
緑
風
荘
を
訪
れ
、
稽
古
の
様
子
を

ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
ー
。

　

午
後
１
時
過
ぎ
、
会
員
た
ち
が
顔

を
そ
ろ
え
、
早
速
、
稽
古
が
始
ま
り

ま
す
。
声
の
調
子
を
整
え
る
た
め
、

ま
ず
は
発
声
練
習
か
ら
。
小
川
先
生

の
後
に
付
い
て
、
一
語
一
語
、
お
腹

の
底
か
ら
大
き
な
声
を
発
し
ま
す
。

そ
れ
が
済
む
と
、
い
よ
い
よ
本
番
。

全
員
で
吟
じ
る
「
合
吟
」
に
移
り
ま

す
。
こ
の
日
の
最
初
の
吟
題（
演
目
）

は
、
武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
の
合
戦

を
題
材
に
、
江
戸
期
の
儒
学
者
・
頼

山
陽
が
作
詩
し
た
「
川
中
島
」。
有

名
な
「
鞭
声
粛
々
…
」
の
一
節
で
始

ま
り
、
詩
吟
の
中
で
も
、
特
に
人
気

「
詩
吟
」
で
健
康
づ
く
り

み
ん
な
の
健
康

2012.11/12
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高
齢
者
が
寝
た
き
り
に
な
る
原

因
は
な
ん
で
す
か
？

　

厚
生
労
働
省
「
平
成
22
年
国
民

生
活
基
礎
調
査
の
概
況
」
に
よ
る

と
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
主
な

原
因
は「
脳
血
管
疾
患（
脳
卒
中
）」

が
21
・
5
％
と
一
番
多
く
、
つ
い

で
「
認
知
症
」
が
15
・
3
％
、「
高

齢
に
よ
る
衰
弱
」
が
13
・
7
％
、

「
関
節
疾
患
」
が
10
・
9
％
、「
骨

折
・
転
倒
」
が
10
・
2
％
で
し
た
。

骨
や
関
節
は
運
動
器
で
す
が
、
骨

折
や
関
節
疾
患
な
ど
で
運
動
器
が

障
害
さ
れ
る
と
、
寝
た
き
り
を
は

じ
め
と
し
て
介
護
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
運
動
器
の
障

害
で
要
介
護
に
な
る
危
険
な
状
態

を「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
と
呼
び
ま
す
。

高
齢
者
が
骨
折
す
る
原
因
は
な

ん
で
す
か
？

　

高
齢
者
は
、
骨
が
も
ろ
く
な
っ

て
い
る
、
す
な
わ
ち
骨
粗
鬆
症
だ

か
ら
で
す
。
骨
粗
鬆
症
が
原
因
で

お
こ
る
骨
折
を
、
脆
弱
性
骨
折
と

い
い
、
立
っ
て
い
て
転
倒
す
る
な

ど
の
軽
微
な
外
力
で
骨
折
し
ま
す
。

高
齢
者
の
骨
折
は
、
ど
こ
に
お

こ
り
や
す
い
で
す
か
？

　

最
も
頻
度
が
高
い
の
は
、
背
骨

（
脊
椎
椎
体
骨
折
）
で
す
。
次
に

脚
の
つ
け
根
の
骨
折
（
大
腿
骨
近

位
部
骨
折
）、
手
首
の
骨
折
（
橈

骨
遠
位
端
骨
折
）、
腕
の
つ
け
根

（
上
腕
骨
近
位
端
骨
折
）
で
す
。

い
ず
れ
も
転
倒
し
て
背
中
を
打
っ

た
り
、
お
尻
を
つ
い
た
り
、
手
を

つ
い
た
り
し
て
起
こ
り
ま
す
。 

骨
粗
鬆
症
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
わ
か
り
ま
す
か
？

　

骨
粗
鬆
症
か
ど
う
か
は
、
骨
密

度
検
査
を
お
こ
な
っ
て
診
断
し
ま

す
。
骨
密
度
検
査
は
背
骨
、
大
腿

骨
、腕
の
骨
な
ど
で
測
定
し
ま
す
。

骨
密
度
検
査
の
値
が
若
い
成
人
の

平
均
骨
密
度
値
の
70
％
未
満
で
骨

粗
鬆
症
と
診
断
し
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
の
治
療
は
？

　

骨
は
毎
日
古
い
骨
が
吸
収
さ
れ

（
骨
吸
収
）、
新
し
い
骨
が
作
ら
れ

ま
す
（
骨
形
成
）。
骨
粗
鬆
症
の

治
療
薬
に
は
、
骨
吸
収
を
抑
え
る

薬
や
骨
新
生
を
促
進
す
る
薬
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ど
の
薬
を
使
う
か

は
骨
粗
鬆
症
の
程
度
や
年
齢
、
性

別
で
決
定
し
ま
す
。
日
常
生
活
で

は
、
骨
の
成
分
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ

ム
を
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
、
ま
た

摂
取
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
が
腸
か
ら

吸
収
さ
れ
る
と
き
に
ビ
タ
ミ
ン
D

が
使
わ
れ
ま
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
D

は
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と
で
活

性
化
さ
れ
ま
す
の
で
、
日
光
浴
が

必
要
で
す
。
そ
し
て
腸
か
ら
吸
収

さ
れ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
が
骨
に
貯
蔵

さ
れ
る
た
め
に
、
運
動
も
必
要
に

な
り
ま
す
。
平
成
25
年
か
ら
始
ま

る
「
健
康
日
本
21
（
第
二
次
）」

で
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
の
日
常

生
活
で
1
日
当
た
り
男
性
は

7
0
0
0
歩
、
女
性
は
6
0
0
0

歩
を
歩
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
運
動
を
し
っ
か

り
お
こ
な
っ
て
、
日
常
生
活
に
制

限
の
な
い
期
間
、
す
な
わ
ち
健
康

寿
命
を
で
き
る
だ
け
延
ば
す
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

年のせいか、最近足腰が弱くなってきました。
寝たきりにならないか心配です。

三
み

木
き

 英
ひで

之
ゆき

横浜スポーツ医会
とつか西口整形外科

　健康食品（サプリメント）
は　現在年間8000億円に迫る
売り上げがあるといいます。
特定保健用食品と栄養機能食
品を除く大半は　法律上は
「単なる食品」です。種々の
成分のものがあり、もともと
医薬品ではないのでただ健康
になろうとして使用した結果
かえって健康被害を生じたも
のも少なくはありません。開
発、製造及び使用上にあたっ
ての副作用の調査等は　法律
で義務付けられているわけで
はありません。中には違法す
れすれの宣伝効果についてそ
の科学的根拠がないもの、使
用にあたって重篤な副作用が
見られたもの、医師の処方に
よらない内服による過剰の摂
取によって副作用が出てしま
うもの、効果はないのに法外
な価格で売りつけるもの、あ
るいは「がん」に効くという
ふれこみで使用したがかえっ
て進行してしまったものなど
多くの例がありますが、ここ
では十分説明しつくせませ
ん。足りない栄養素を補う意
味やダイエットなどで飲む場
合が多いのですが健康の基本
はあくまでバランスの良い食
事と適度の運動と休養という
ことをお忘れなく。
� （杏林風人）

合待 室

み
ん
な
の
健
康
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休 日・夜 間 に 急 病 に な っ た 場 合 は
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休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ

午 前 0 時 以 降 に お け る
初 期 救 急 診 療 は

※受診する際は、必ず事前に電話確認してください。

内科・小児科  診療時間：午前10時〜午後4時

内 　 　 　 　 　 科
西区 けいゆう病院 ☎（045）221−8181
中区 社会保険横浜中央病院 ☎（045）641−1921
保土ヶ谷区 聖隷横浜病院 ☎（045）715−3111
旭区 横浜旭中央総合病院 ☎（045）921−6111
旭区 上白根病院 ☎（045）951−3221
港北区 菊名記念病院 ☎（045）402−7111
緑区 横浜新緑総合病院 ☎（045）984−2400
青葉区 横浜総合病院 ☎（045）902−0001
戸塚区 戸塚共立第1病院 ☎（045）864−2501
戸塚区 東戸塚記念病院 ☎（045）825−2111
瀬谷区 横浜桐峰会病院 ☎（045）303−1151

小 児 科（ 小 児 救 急 拠 点 病 院 ）
都筑区 昭和大学横浜市北部病院 ☎（045）949−7000
港北区 横浜労災病院 ☎（045）474−8111
鶴見区 済生会横浜市東部病院 ☎（045）576−3000
保土ヶ谷区 横浜市立市民病院 ☎（045）331−1961
戸塚区 国立病院機構横浜医療センター ☎（045）851−2621
中区 横浜市立みなと赤十字病院 ☎（045）628−6100
港南区 済生会横浜市南部病院 ☎（045）832−1111

内科・小児科  診療時間：午前9時〜12時 午後1時〜4時
青葉区休日急患診療所 ☎（045）973−2707

旭区休日急患診療所 ☎（045）363−2020
泉区休日急患診療所 ☎（045）801−2280
磯子区休日急患診療所 ☎（045）753−6011
神奈川区休日急患診療所 ☎（045）317−5474
港南区休日急患診療所 ☎（045）842−8806
港北区休日急患診療所 ☎（045）433−2311
栄区休日急患診療所 ☎（045）893−2999
瀬谷区休日急患診療所 ☎（045）302−5115

都筑区休日急患診療所 ☎（045）911−0088
鶴見区休日急患診療所 ☎（045）503−3851
戸塚区休日急患診療所 ☎（045）852−6221
中区休日急患診療所 ☎（045）622−6372
西区休日急患診療所 ☎（045）322−5715
保土ヶ谷区休日急患診療所 ☎（045）335−5975
緑区休日急患診療所 ☎（045）937−2300
南区休日急患診療所 ☎（045）731−2416

内科・小児科・※歯科  診療時間：午前10時〜午後4時
金沢区休日救急診療所 ☎（045）782−8785
※但し、歯科についてはＧＷ・年末年始を除いて、午前１０時〜正午まで

横浜市夜間急病センター　　☎（045）212−3535
内科・小児科・眼科・耳鼻科：午後８時〜午前０時
横浜市北部夜間急病センター ☎（045）911−0088
都筑区休日急患診療所1階  内科・小児科：午後8時〜午前0時
横浜市南西部夜間急病センター ☎（045）806−0921
泉区休日急患診療所  内科・小児科：午後8時〜午前0時

①横浜市救急医療情報センター
　　　　　　24時間対応

＃7499
または

☎045-227-7499②横浜市小児救急電話相談
平日：18時〜翌朝9時 土曜：13時〜翌朝9時 日祝日・年末年始：9時〜翌朝9時
横浜市歯科保健医療センター ☎（045）201−7737
休日・夜間救急歯科診療 休日診療：午前10時〜午後4時 夜間診療：午後7時〜11時

横浜市北部夜間急病センター
☎045-911-0088

横浜市夜間急病センター
☎045-212-3535

横浜市南西部夜間急病センター
☎045-806-0921

t v k
テレビ

11月 ・ 12月 の 放 送 予 定
11月★ 2日 鼻の病気（１）～花粉症～

★ 9日 鼻の病気（2）～慢性副鼻腔炎～
★ 16日 肝・胆・膵の画像診断（１）
★ 23日 祝日のためお休み
★ 30日 肝・胆・膵の画像診断（2）

12月★ 7日 ドライアイ（1）
★ 14日 ドライアイ（2）
★ 21日 横浜市の年末年始救急医療体制について

（生放送のため、多少前後のずれがあります。ご了承下さい。）毎週金曜日午後1時30分より

様々な条件（診療科目・地域・駅名 etc.）をクリックすることにより、
お探しの医療機関を検索できます。
http://kakaritukei.yokohama.kanagawa.med.or.jp/
地域医療連携センター ☎045-201-8712
運営時間：午前9時～12時／午後1時～5時 月曜～金曜（土・日・祝日を除く）
お近くの医療機関を電話でご紹介いたします。また、ご希望により診療
所や病院の情報と地図をFAXで送ります。

「健康最前線」 〜かかりつけ医をお探しの方〜
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